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鍼
畿
、

毒

適
正
な
申
告
と
納
付
を

　
納
税
者
自
身
に
よ
る
適
正
な
申
告

と
納
付
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
「
申

告
納
税
制
度
」
を
維
持
し
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
故
意
に
不
正
な

手
段
で
税
を
免
れ
よ
う
と
す
る
者
の

責
任
を
厳
し
く
追
及
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
一
般
の
税
務
調
査
の
他
に
、
特
に

大
口
、
悪
質
な
脱
税
者
に
対
し
て
、

税
金
を
納
め
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

懲
役
ま
た
は
罰
金
と
い
う
刑
罰
を
科

す
た
め
特
別
な
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
”
国
税
査
察
制
度
”
で

す
。　

こ
の
査
察
調
査
に
は
国
税
査
察
官

が
当
り
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
、
資
料

な
ど
の
収
集
、
検
討
に
よ
っ
て
脱
税

の
疑
い
の
あ
る
者
を
見
付
け
、
質
問
、

検
査
を
行
っ
た
り
、
裁
判
官
の
許
可

状
を
得
て
事
務
所
や
居
宅
を
捜
索
し
、

帳
簿
な
ど
を
差
し
押
え
る
と
い
う
強

制
的
な
調
査
を
行
っ
て
、
脱
税
の
事

実
を
明
ら
か
に
し
た
上
、
検
察
官
に

告
発
し
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
七
年

度
の
告
発
件
数
は
一
七
一
件
（
告
発

率
七
二
・
二
％
）
で
脱
税
額
が
三
〇

二
億
円
あ
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
納
税
者
は
適
正
な
申
告
納

税
を
行
っ
て
い
る
の
に
、
一
部
に
大

口
で
悪
質
な
脱
税
者
が
い
る
こ
と
は

誠
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
国
税
査
察

制
度
が
発
足
し
て
三
十
五
年
に
な
り

ま
す
。
脱
税
を
摘
発
す
る
た
め
に
全

国
の
国
税
査
察
官
は
日
夜
努
力
し
て

い
ま
す
。

鰯鱗鱗

バス時刻表（1月1日から

松之山温泉スキー場 行　き

松之山町役場 松之山温泉 松里農協前
松之山温泉

スキー場着

7：27 7：30 7：32

松　代から 8：41 8：48 8：51 8：53

十日町から 9：27 9：34 9：37 9：39

十日町から 10：27 10：34 10二37 10：39

11＝25 11：28 11130

松　代から 12：26 12＝35 12：38 12：40

13：05 13：08 13：10

14：35 14：38 14：40

15＝35 15：38 15＝40

大割野から 16：41 16：48 16＝53 16：55

松之山温泉スキー場 か　ら

松之山温泉

スキー場発
松里農協前 松之山温泉 松之山町役場 行　　　先

7：37 7：39 7：45 7：52 十日町へ
（上越接続）

7：40 7：42 7：45 7：52 大割野へ

9：25 9：27 9：30 9：37 ｛在膿蔚

9：45 9；47 9：50止

10：45 10：47 10二50止

11：35 11：37 11：40 11：47 ｛在鷲痴
12146 12：48 12：51

13：15 13：17 13：20 13：27 ｛牲譲痴
14：45 14：47 14：50 14：57 大割野へ

15：45 15：47 15：50 15：57 ｛在曝輸
17：00 17：02 17：05止

スキー場へ

バス運行

　
バ
ス
を
利
用
す
る
ス
キ
ー
客
の
た

め
に
町
で
は
ス
キ
ー
場
ま
で
の
バ
ス

の
乗
り
入
れ
を
頸
城
自
動
車
に
要
望

し
て
い
た
が
、
十
二
月
末
話
し
合
い

が
つ
き
、
冬
期
時
刻
と
な
る
一
月
一

日
か
ら
十
日
町
、
松
代
、
大
割
野
か

ら
の
バ
ス
が
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

ま
で
乗
り
入
れ
が
開
始
さ
れ
た
。

　
高
田
方
面
か
ら
の
バ
ス
は
池
尻
で

乗
り
つ
ぎ
と
な
る
が
、
そ
の
待
ち
時

間
が
な
く
な
り
、
す
ぐ
乗
り
つ
ぎ
出

来
る
ダ
イ
ヤ
に
改
正
さ
れ
た
。
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雪の記録
1月　松里小調べ

適用される県の災害救助条例が

1
月
3
0
日
に
は
積
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
メ
ー
ト
ル
を
記
録

　
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
降
り
初
め

た
雪
は
十
二
月
の
寒
波
で
ニ
メ
ー
ト

ル
を
越
え
、
年
を
越
し
て
も
な
お
降

り
続
き
一
月
三
十
日
に
は
積
雪
が
四
・

五
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
て
五
六
豪
雪

以
来
の
大
雪
と
な
っ
た
。

　
町
で
は
一
月
十
八
日
豪
雪
対
策
本

部
を
設
置
し
た
が
そ
の
後
も
降
り
続

き
、
二
十
七
日
に
は
雪
害
対
策
本
部

に
切
り
替
え
て
各
部
落
総
代
に
注
意

を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
二
十
八
日
に

は
県
の
災
害
救
助
条
例
が
適
用
と
な

り
、
老
人
世
帯
な
ど
三
十
九
戸
の
屋

根
の
雪
お
ろ
し
費
用
が
認
め
ら
れ
た
。

な
違
い
と
な
っ
た
が
、
例
年
で
は
二

月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
最
深
積
雪

を
記
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
記
録

破
り
の
積
雪
に
な
る
危
険
も
ま
だ
残

っ
て
い
る
。

　
一
月
二
十
日
新
潟
地
方
気
象
台
発

表
の
予
報
に
よ
る
と
、
二
月
の
前
半

は
寒
さ
が
ゆ
る
む
が
、
二
月
後
半
か

ら
三
月
に
か
け
て
一
時
冬
型
が
強
ま

る
見
込
み
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
町
か
ら
関
東
や
関
西
方
面
に
約
四

百
五
十
人
が
出
稼
ぎ
さ
れ
て
い
る
が
、

　
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
こ
れ
ま
で
に

町
の
中
心
地
で
六
、
七
回
行
な
っ
て

い
る
。

　
最
近
の
大
雪
の
記
録
で
は
、
昭
和

二
十
年
が
最
も
多
く
、
続
い
て
四
十

九
年
、
五
十
六
年
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
雪
は
一
月
末
現
在
で
五
十
六

年
に
次
ぐ
大
雪
と
な
っ
た
。

　
一
月
末
の
積
雪
は
、
二
十
年
（
四
四

九
）
、
五
十
六
年
（
四
七
六
）
、
今
年
（
四

五
〇
）
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
量
と
な
っ
て
い
る
。

二
十
年
の
場
合
は
二
月
に
入
っ
て
も

さ
ら
に
降
り
続
い
た
の
に
対
し
て
、

五
十
六
年
は
小
康
状
態
と
な
り
大
き

留
守
を
ま
も
る
主
婦
だ
け
で
は
屋
根

の
雪
お
ろ
し
作
業
も
限
度
と
な
っ
た

の
で
、
出
稼
ぎ
者
か
ら
除
雪
の
た
め

の
一
時
帰
省
の
申
し
出
が
あ
っ
た
ら

承
諾
し
て
欲
し
い
旨
の
手
紙
を
一
月

二
十
八
日
、
町
長
名
で
百
三
十
七
の

会
社
に
送
っ
た
。

　
国
道
三
五
三
号
の
小
谷
地
内
で
は

ナ
ダ
レ
の
危
険
の
た
め
二
月
一
日
午

前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
全
面

交
通
止
め
に
し
て
雪
ぴ
落
と
し
が
行

わ
れ
た
。

①U字型に掘り出された玄関前の道（26日・松之山で）

②道路の両側には4mを越える雪の壁、車1台がやっと

　　　　　　　　　　　　　　　　　（25日・中尾地内の町道

③2階建民家も屋根まですっぽり埋まる（26日・湯山で）

④スノーダンプで屋根の雪おろし（松之山診療所・26日）

上蝦池で）

ナダレの危険カ所をパトロールする

　　　　町職員と保安要員（25日

500
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1鑑購灘
12月　　　　　　1月 2月　　　　　3月

5

4

3

2

1

　　　　（降雪）積　雪

1日（34㎝）　205cm

2日（一）　一
3日　（14　）　200

4日（一）　一
5日　（61　）　230

6日　（48　）　250

7日　（45　）　260

8日　（8　）　250

9日　（3　）　240

10日（10　）230

11日（60　）　270
12日　（40　）　290

13日　（60　）　320

14日　（10　）　300

15日　（0　）　280

16日　（40　）　300

17日　（85　）　340

18日　（40　）　350

19日　（18　）　355

20日　（13　）　330

21日（10　）　320
22日　（10　）　310

23日　（32　）　325

24日　（58　）　375

25日（60）400
26日　　（65　　）　　435

27日　　（33　　）　　420

28日　（36　）　440

29日　（30　）　440
　　　　　　　　　　　　　　　ナづ
30日　（25　）　450

31日（0　）　450

最深積雪比較
　　　　　　　　　　松里小調べ
　　　　20年

　　　　585

58器　器癬一59年
　　　　　　　　　　　476

…　國囮翻

（
1
月
末
現
在
）

1
月
3
0
日
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転作目標面積81．6ヘクタール

245万3，640キロ売り渡し限度数量

『
他
用
途
利
用
米
』
制
度
を
新
設

　
今
年
か
ら
第
三
期
の
水
田
利
用
再

編
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
ほ
ど
転
作
目
標
面
積
と
売
り
渡

し
申
し
込
み
限
度
数
量
の
割
り
当
て

が
決
ま
っ
た
。

　
町
へ
の
配
分
数
量
は
八
一
・
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
昨
年
九
〇
・
七
）
売
り

渡
し
申
し
込
み
限
度
数
量
が
二
四
五

万
三
、
六
四
〇
キ
ロ
と
な
っ
た
。

　
町
で
は
米
の
売
り
渡
し
が
限
度
数

量
に
満
た
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
耕

作
面
積
を
減
ら
し
た
く
な
い
と
い
う

考
え
で
、
個
人
へ
の
転
作
面
積
の
割

り
当
て
は
し
な
い
方
針
で
、
農
家
個

々
の
自
主
的
な
計
画
で
実
施
す
る
。

　
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
昭
和
五

十
三
年
に
第
一
期
が
、
五
十
六
年
か

ら
第
二
期
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
か

ら
六
十
一
年
ま
で
の
三
年
間
、
第
三

期
対
策
が
開
始
さ
れ
る
。

　
第
三
期
対
策
で
は
、
四
年
連
続
の

不
作
と
転
作
の
超
過
な
ど
で
米
の
政

府
在
庫
が
低
下
し
た
こ
と
か
ら
、
農

林
水
産
省
は
、
各
年
平
均
四
十
五
万

ト
ン
の
「
在
庫
積
増
」
を
行
う
た
め
、

転
作
目
標
面
積
を
昨
年
と
同
様
六
十

（10a）

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
い
生
産
力
を
有
す
る
水

田
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
主
食

用
以
外
の
用
途
で
あ
る
「
他
用
途
利

用
米
」
を
制
度
化
。
奨
励
補
助
金
の

水
準
を
基
本
額
よ
り
も
加
算
額
に
重

点
が
お
か
れ
た
こ
と
か
ら
基
本
額
が

大
幅
に
減
額
さ
れ
た
。

　
新
潟
県
の
割
り
当
て
は
、
良
質
米

産
地
で
あ
る
こ
と
が
配
慮
さ
れ
、
全

国
で
二
番
目
に
低
い
減
反
率
と
な
っ

て
い
る
。

現　　　　　行 改　　　訂 削　減額

転
　
　
作

特　定　作　物i4．4万円 36，000円 △8，000円

永年性作物i4．4 44，000
一

一般　作　物i2．9 21，000 △8，000

（野　　　菜）i2．4 16，000 △8，000

保　　全　　管　　理　i2．9 16，000 △13，000

土地改良通年施行　　2．9

（うち特別豪雪地域）i

16，000

（19，000）

△13，000

（△10，000）

　
奨
励
補
助
金
の
基
本
額
は
、
永
年

性
作
物
を
除
い
て
十
ア
ー
ル
当
り
八

千
円
引
き
下
げ
。
ま
た
、
保
全
管
理

お
よ
び
通
年
施
行
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
五
千
円
の
引
き
下
げ
と
な
っ
て

い
る
（
特
別
豪
雪
地
帯
の
通
年
施
行

は
二
千
円
引
き
下
げ
）

　
保
全
管
理
の
う
ち
農
協
等
へ
の
預

託
期
間
延
長
の
特
例
が
廃
止
さ
れ
三

年
間
の
期
限
付
き
と
な
っ
た
。

　
保
全
管
理
の
奨
励
金
交
付
が
三
年

で
終
っ
て
も
、
他
作
物
に
変
え
れ
ば

引
き
続
き
転
作
対
象
と
な
る
。

　
杉
・
果
樹
等
で
奨
励
金
の
交
付
を

受
け
た
も
の
は
、
奨
励
金
の
期
間
が

終
っ
て
も
、
枯
れ
た
ら
必
ず
補
植
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
永
年
性
作
物
な
ど
の
転
作
田
の
う

ち
、
昭
和
五
十
七
年
度
以
降
に
お
い

て
交
付
期
間
の
満
了
に
よ
り
対
象
外

と
な
っ
た
も
の
で
も
、
引
き
続
き
同

様
の
転
作
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
定
着
分
の
実
績
面
積

と
し
て
、
転
作
面
積
に
算
入
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
奨
励
補
助
金
は
交
付
さ
れ

な
い
。

　
収
益
性
に
問
題
の
あ
っ
た
保
全
管

理
等
に
代
替
し
た
い
と
、
主
食
用
以

外
の
用
途
（
み
そ
、
せ
ん
べ
い
等
の

加
工
用
）
と
す
る
「
他
用
途
利
用
米
」

を
新
し
く
導
入
し
て
い
る
。

　
他
用
途
利
用
米
は
、
主
食
用
に
比

べ
安
い
こ
と
か
ら
、
ト
ン
当
り
七
万

円
（
十
ア
ー
ル
当
り
約
三
万
五
千
円
）

の
政
府
助
成
金
が
交
付
さ
れ
る
。
農

家
手
取
額
は
政
府
助
成
金
と
販
売
価

格
（
ト
ン
九
万
八
千
円
）
で
、
一
俵

当
り
約
一
万
八
十
円
と
主
食
用
に
比

べ
大
き
な
価
格
差
が
あ
る
。

　
生
産
予
定
面
積
は
全
国
で
五
万
六

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
二
十
七
万
ト
ン
）

で
新
潟
県
へ
は
一
千
九
百
四
十
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
一
万
八
十
ト
ン
）
が
配

分
さ
れ
て
い
る
。

▽
前
年
度
水
稲
共
済
に
加
入
し
て
お

　
り
、
水
稲
の
耕
作
が
行
な
わ
れ
た

水
田
。

▽
前
年
度
奨
励
補
助
金
の
交
付
と
な

　
っ
た
水
田
。

▽
昭
和
五
十
三
年
度
以
降
三
年
間
連

　
続
不
作
地
で
な
い
水
田
。

▽
小
作
地
で
の
農
協
管
理
転
作
は
対

象
外
。

　　　　　町の配分数量

〉転作等目標面積

。第3期基本目標面積　82．5ha

。昭和59年度転作等目標面積　81．6ha

（灘蠣米面積71：lll）

〉事前売渡限度数量

。昭和59年産米事前売渡申込限度数量（玄米）

　　　　　　　　2，453，640kg　（40，894俵）

（1るちち糞島311灘）

。他用途利用米生産予定数量　30，480kg

癩鞠騨獲爾胃融

6．4ha29。7％

14．4　67．0

0。7　　3．3

21．5　100．0

　
物

豆
作
ば
計

　
料

大
飼
そ｛

特定作物V
21．5ha　22％

永年性作物
9．5ha　10％

実績算入面積

　　　　　　　　5．8ha
　　　　　　　　　6％
　　　　通年施行

　　　　11．9ha

　　　　12％　　　　　一

保全管理

21．9ha22％

一般作物
27。3ha　　28％

13．6ha49．8％

0．8　2．9

2．3　8．5

1．1　4．0
4．5　16．5

4．8　17．6

0．2　0。7

27．3　100．0

　
稲

　
刈

　
青

菜
用
こ

　
工
ば

野
加
た
あずき

林地
水田養魚

その他

　計
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性質を知って

正しく使おう

　
L
P
ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）

安
全
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
。

の

　
家
庭
で
の
L
P
ガ
ス
事
故
の
大
部

分
は
、
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る
火
災
や
爆

発
で
す
が
、
そ
の
原
因
は
、
器
具
を

誤
っ
て
操
作
す
る
な
ど
、
ち
ょ
つ
と

し
た
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
L

P
ガ
ス
の
性
質
を
よ
く
知
っ
て
、
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
〔
空
気
よ
り
重
い
〕

　
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
白
い
霧
が
下
に

沈
む
の
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
が
空
気

よ
り
重
い
た
め
で
す
。

　
L
P
ガ
ス
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
と

同
じ
重
さ
で
、
空
気
の
約
一
・
五
倍

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
L
P
ガ
ス

が
漏
れ
る
と
、
低
い
と
こ
ろ
に
た
ま

り
ま
す
。

〔
ガ
ス
の
燃
焼
に
は

　
た
く
さ
ん
の
空
気
が
必
要
で
す
〕

　
L
P
ガ
ス
一
立
方
メ
！
ト
ル
が
燃

え
る
に
は
、
二
十
四
立
方
メ
ー
ト
ル

の
空
気
が
必
要
で
す
。
ガ
ス
を
使
う

と
き
は
換
気
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
大
型
の
湯
沸
器
や
風
呂
ガ

マ
に
は
、
排
気
筒
が
必
要
で
す
。

　
〔
に
お
い
が
つ
け
て
あ
る
〕

　
L
P
ガ
ス
は
本
来
、
無
色
無
臭
で

毒
性
も
な
い
ク
リ
ー
ン
な
ガ
ス
で
す

が
、
漏
れ
た
と
き
す
ぐ
に
分
か
る
よ

う
に
「
玉
ね
ぎ
が
腐
っ
た
よ
う
な
に

お
い
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
火
が
つ
い
た
こ
と
を
必
ず
目
で
確

か
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
天
ぷ
ら
な

ど
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離

れ
な
い
こ
と
。
特
に
、
ガ
ス
器
具
の

そ
ば
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い
こ
と
。

②
い
つ
も
青
い
炎
で
使
い
ま
し
ょ
う
。

黄
赤
色
で
ゆ
ら
ゆ
ら
の
炎
は
空
気
不

足
。
反
対
に
ゴ
ー
ッ
と
音
を
た
て
炎

が
飛
ん
で
消
え
る
と
き
は
、
空
気
過

多
の
場
合
で
す
。

③
換
気
に
注
意
す
る
。
酸
素
不
足
は

不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
た

い
へ
ん
危
険
で
す
。

④
ガ
ス
を
使
わ
な
い
と
き
は
、
元
栓
、

器
具
栓
を
必
ず
閉
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
ガ
ス
器
具
は
必
ず
L
P
ガ
ス
専
用

の
器
具
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

⑥
ガ
ス
器
具
は
時
々
手
入
れ
を
し
、

特
に
ゴ
ム
管
は
早
目
に
取
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

　
L
P
ガ
ス
の
事
故
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る
火
災
や
爆

発
で
す
。
ガ
ス
漏
れ
を
起
こ
さ
な
い

こ
と
が
事
故
を
防
ぐ
根
本
で
す
。

　
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
を
ご
家
庭
で
も

ぜ
ひ
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ガ
ス
漏
れ
に
気
が
つ
い
た
ら
、
あ

わ
て
ず
に
次
の
こ
と
を
し
て
く
だ
さ

い
。　

▽
元
栓
・
容
器
の
バ
ル
ブ
を
閉
め

　
る

　
▽
室
内
の
火
は
全
部
消
し
、
電
気

　
の
ス
イ
ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
に
は

手
を
触
れ
な
い

　
▽
販
売
店
に
連
絡
し
、
点
検
を
受

　
け
る

　
▽
扉
や
窓
を
開
け
る
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、
せ
ん
べ
い
等
の

加
工
用
）
と
す
る
「
他
用
途
利
用
米
」

を
新
し
く
導
入
し
て
い
る
。

　
他
用
途
利
用
米
は
、
主
食
用
に
比

べ
安
い
こ
と
か
ら
、
ト
ン
当
り
七
万

円
（
十
ア
ー
ル
当
り
約
三
万
五
千
円
）

の
政
府
助
成
金
が
交
付
さ
れ
る
。
農

家
手
取
額
は
政
府
助
成
金
と
販
売
価

格
（
ト
ン
九
万
八
千
円
）
で
、
一
俵

当
り
約
一
万
八
十
円
と
主
食
用
に
比

べ
大
き
な
価
格
差
が
あ
る
。

　
生
産
予
定
面
積
は
全
国
で
五
万
六

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
二
十
七
万
ト
ン
）

で
新
潟
県
へ
は
一
千
九
百
四
十
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
一
万
八
十
ト
ン
）
が
配

分
さ
れ
て
い
る
。

▽
前
年
度
水
稲
共
済
に
加
入
し
て
お

　
り
、
水
稲
の
耕
作
が
行
な
わ
れ
た

水
田
。

▽
前
年
度
奨
励
補
助
金
の
交
付
と
な

　
っ
た
水
田
。

▽
昭
和
五
十
三
年
度
以
降
三
年
間
連

　
続
不
作
地
で
な
い
水
田
。

▽
小
作
地
で
の
農
協
管
理
転
作
は
対

象
外
。

　　　　　町の配分数量

〉転作等目標面積

。第3期基本目標面積　82．5ha
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（灘蠣米面積71：lll）
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。昭和59年産米事前売渡申込限度数量（玄米）

　　　　　　　　2，453，640kg　（40，894俵）

（1るちち糞島311灘）

。他用途利用米生産予定数量　30，480kg

癩鞠騨獲爾胃融
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性質を知って

正しく使おう

　
L
P
ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）

安
全
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
。

の

　
家
庭
で
の
L
P
ガ
ス
事
故
の
大
部

分
は
、
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る
火
災
や
爆

発
で
す
が
、
そ
の
原
因
は
、
器
具
を

誤
っ
て
操
作
す
る
な
ど
、
ち
ょ
つ
と

し
た
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず
L

P
ガ
ス
の
性
質
を
よ
く
知
っ
て
、
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
〔
空
気
よ
り
重
い
〕

　
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
白
い
霧
が
下
に

沈
む
の
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
が
空
気

よ
り
重
い
た
め
で
す
。

　
L
P
ガ
ス
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
と

同
じ
重
さ
で
、
空
気
の
約
一
・
五
倍

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
L
P
ガ
ス

が
漏
れ
る
と
、
低
い
と
こ
ろ
に
た
ま

り
ま
す
。

〔
ガ
ス
の
燃
焼
に
は

　
た
く
さ
ん
の
空
気
が
必
要
で
す
〕

　
L
P
ガ
ス
一
立
方
メ
！
ト
ル
が
燃

え
る
に
は
、
二
十
四
立
方
メ
ー
ト
ル

の
空
気
が
必
要
で
す
。
ガ
ス
を
使
う

と
き
は
換
気
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
大
型
の
湯
沸
器
や
風
呂
ガ

マ
に
は
、
排
気
筒
が
必
要
で
す
。

　
〔
に
お
い
が
つ
け
て
あ
る
〕

　
L
P
ガ
ス
は
本
来
、
無
色
無
臭
で

毒
性
も
な
い
ク
リ
ー
ン
な
ガ
ス
で
す

が
、
漏
れ
た
と
き
す
ぐ
に
分
か
る
よ

う
に
「
玉
ね
ぎ
が
腐
っ
た
よ
う
な
に

お
い
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
火
が
つ
い
た
こ
と
を
必
ず
目
で
確

か
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
天
ぷ
ら
な

ど
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離

れ
な
い
こ
と
。
特
に
、
ガ
ス
器
具
の

そ
ば
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い
こ
と
。

②
い
つ
も
青
い
炎
で
使
い
ま
し
ょ
う
。

黄
赤
色
で
ゆ
ら
ゆ
ら
の
炎
は
空
気
不

足
。
反
対
に
ゴ
ー
ッ
と
音
を
た
て
炎

が
飛
ん
で
消
え
る
と
き
は
、
空
気
過

多
の
場
合
で
す
。

③
換
気
に
注
意
す
る
。
酸
素
不
足
は

不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
、
一
酸
化
炭

素
中
毒
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
た

い
へ
ん
危
険
で
す
。

④
ガ
ス
を
使
わ
な
い
と
き
は
、
元
栓
、

器
具
栓
を
必
ず
閉
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
ガ
ス
器
具
は
必
ず
L
P
ガ
ス
専
用

の
器
具
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

⑥
ガ
ス
器
具
は
時
々
手
入
れ
を
し
、

特
に
ゴ
ム
管
は
早
目
に
取
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

　
L
P
ガ
ス
の
事
故
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る
火
災
や
爆

発
で
す
。
ガ
ス
漏
れ
を
起
こ
さ
な
い

こ
と
が
事
故
を
防
ぐ
根
本
で
す
。

　
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
を
ご
家
庭
で
も

ぜ
ひ
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ガ
ス
漏
れ
に
気
が
つ
い
た
ら
、
あ

わ
て
ず
に
次
の
こ
と
を
し
て
く
だ
さ

い
。　

▽
元
栓
・
容
器
の
バ
ル
ブ
を
閉
め

　
る

　
▽
室
内
の
火
は
全
部
消
し
、
電
気

　
の
ス
イ
ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
に
は

手
を
触
れ
な
い

　
▽
販
売
店
に
連
絡
し
、
点
検
を
受

　
け
る

　
▽
扉
や
窓
を
開
け
る



1
◎
Q
マ
ー

広報まつのやま〔6〕

伝統行事

450人奇祭に

　
小
正
月
の
十
五
日
、
越
後
の
奇
祭

「
む
こ
投
げ
」
と
「
ス
ミ
塗
り
祭
」

が
松
之
山
温
泉
で
行
わ
れ
た
。
・

　
今
年
の
こ
の
伝
統
行
事
に
は
、
ス

キ
ー
客
も
加
わ
り
例
年
に
な
い
賑
わ

い
と
な
っ
た
。

　
こ
の
行
事
を
ヵ
メ
ラ
に
収
め
よ
う

と
県
内
の
四
テ
レ
ビ
局
、
新
聞
社
な

ど
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
と
ア
マ
チ
ュ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
約
百
二
十
名
が

▲湯本では嫁をもらうと必ずこの洗礼を受ける

取
材
に
訪
れ
た
。

　
二
十
人
の
青
年
達
に
か
つ
が
れ
た

む
こ
さ
ん
が
午
後
二
時
薬
師
堂
に
到

着
、
お
神
酒
を
頂
い
た
あ
と
和
服
姿

の
む
こ
さ
ん
は
胴
上
げ
さ
れ
、
六
メ

ー
ト
ル
も
あ
る
が
け
下
の
雪
の
上
に

一
、
二
の
三
の
か
け
声
で
投
げ
落
さ

れ
た
。
こ
の
荒
っ
ぽ
い
行
事
を
心
配

顔
で
み
て
い
た
新
妻
は
投
げ
ら
れ
た

む
こ
さ
ん
に
か
け
よ
り
雪
を
払
っ
て

い
た
。

▲紅白のみ二しで薬師堂へ運ばれるおむこさん▲むこ投げの主役、高橋越雄・かなめこ夫妻

小正月の

松之山温泉の

　
無
病
息
災
と
商
売
繁
盛
を
祈
っ
て

行
わ
れ
る
松
之
山
温
泉
の
サ
イ
の
神

は
、
午
後
三
時
過
ぎ
む
こ
投
げ
さ
れ

た
高
橋
さ
ん
ご
夫
妻
に
よ
る
御
神
火

で
火
が
い
れ
ら
れ
た
。

　
昨
年
ま
で
は
温
泉
入
口
の
駐
車
場

で
行
っ
て
い
た
が
、
ス
キ
ー
場
オ
ー

プ
ン
に
よ
り
駐
車
場
が
使
え
な
く
な

っ
た
た
め
、
道
下
の
中
坪
橋
の
近
く

で
行
わ
れ
た
。

　
火
が
燃
え
終
る
こ
ろ
、
こ
の
灰
を

雪
と
混
ぜ
て
ス
ミ
を
つ
く
り
「
お
め

で
と
う
」
の
挨
拶
を
か
わ
し
な
が
ら

誰
か
れ
な
く
顔
に
ス
ミ
を
塗
り
つ
け

て
い
た
。

　
取
材
に
来
た
美
人
レ
ポ
ー
タ
ー
、

駐
在
さ
ん
も
ま
た
た
く
間
に
顔
中
ま

っ
黒
に
な
っ
て
い
た
。
あ
い
に
く
の

雨
も
よ
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
百

五
十
人
が
こ
の
祭
を
楽
し
ん
だ
。▲雨にぬれ白い煙をあげて焼え上るサイの神

　円内　神官から御神火を引きつぎサイの神に火をいれる新婚さん

▲みぞれの中、スミを塗られながらインタビューする美人アナウンサー（右T　N　N。左NS　T各TVアナ）
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水梨の

ポーボー焼き

十
大
二

ユ
ー
ス
で
決
意
新
た
に

村
づ
く
り
へ
連
帯
誓
う

　
一
月
十
五
日
、
無
病
息
災
と
豊
作

へ
の
祈
り
を
込
め
た
火
は
、
豪
雪
を

吹
き
飛
ば
し
寒
空
に
高
々
と
燃
え
盛

っ
た
。
水
梨
の
「
ポ
ー
ポ
ー
焼
き
」
で

あ
る
。

　
七
年
前
に
青
年
会
の
手
で
見
事
に

よ
み
が
え
っ
た
部
落
特
有
の
小
正
月

行
事
は
、
年
々
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

無病息災と豊作を祈る「ポーポー焼き」　（中島良一さん撮影

を
生
ん
で
来
た
。

　
今
年
新
た
に
登
場
し
、
人
気
を
誘

っ
た
の
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
「
五
十
八

年
部
落
十
大
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
表
。

全
戸
か
ら
募
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
応

募
の
多
か
っ
た
順
に
、
部
落
委
員
、

青
年
会
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

役
員
ら
で
構
成
す
る
「
選
定
会
議
」

に
か
け
て
選
び
出
し
た
。

　
「
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
増
や
し

あ
り
が
た
く
な
い
出
来
事
は
な
く
す

よ
う
、
部
落
民
が
結
束
し
て
立
ち
上

が
ろ
う
」
1
相
沢
良
三
区
長
は
、

集
ま
っ
た
約
百
三
十
人
の
部
落
民
に

力
強
く
呼
び
か
け
た
。

　
円
陣
を
描
い
た
老
若
男
女
の
頭
上

に
、
小
正
月
と
し
て
は
め
ず
ら
し
い

雨
。
し
か
し
、
火
は
勢
い
を
増
し
、

人
々
は
お
神
酒
を
く
み
交
わ
し
な
が

ら
、
過
ぎ
去
っ
た
年
を
懐
か
し
み
、

新
し
い
年
に
か
け
る
願
い
を
語
り
合

っ
て
い
た
。

　
興
奮
と
笑
い
に
包
ま
れ
た
、
年
女

の
豆
ま
き
な
ら
ぬ
、
み
か
ん
・
ア
メ

玉
ま
き
。
み
か
ん
と
若
い
女
性
の
手

と
を
拾
い
違
え
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
。

　
新
入
学
、
赤
ち
ゃ
ん
産
声
ー
明

る
い
話
題
が
部
落
に
春
を
呼
び
そ
う
。

果
た
し
て
ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
が
、
「
部

落
史
」
の
ぺ
ー
ジ
を
飾
る
か
。
村
づ

く
り
へ
連
帯
感
を
培
っ
た
ポ
ー
ポ
ー

焼
き
と
な
っ
た
。

▽
五
十
八
年
水
梨
部
落
十
大
ニ
ュ
ー

　
ス
上
位
六
つ
を
掲
げ
る
と
、

①
十
数
年
ぶ
り
二
組
の
新
婚
カ
ッ
プ

　
ル
同
時
誕
生
（
五
月
）

②
四
軒
の
家
が
部
落
を
離
村
（
三
、

　
五
、
十
月
）

③
「
水
梨
歌
舞
伎
」
の
新
潟
日
報
連

　
載
と
三
十
数
年
ぶ
り
復
活
公
演
成

　
功
（
七
～
十
月
）

④
舞
台
の
新
設
と
盛
大
な
こ
け
ら
お

　
と
し
（
六
月
）

⑤
町
道
水
梨
黒
倉
線
の
完
成
と
喜
び

　
の
竣
功
式
（
十
月
）

⑥
若
手
町
会
議
員
の
誕
生
（
八
月
）

「むらには融和と連帯」をスローガンに

　　　　　　　　　　お年寄も元気に参加

小
谷
で
は

盛
大
に
新
春
芸
能
祭

　
小
谷
部
落
で
は
、
恒
例
と
な

っ
た
「
新
春
芸
能
祭
」
が
十
六

日
、
三
省
小
の
体
育
館
を
会
場

に
華
や
か
に
開
か
れ
た
。
今
年

が
三
回
目
。

　
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
な

ど
が
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、

拍
手
と
熱
気
に
包
ま
れ
た
場
内

は
、
折
か
ら
の
大
雪
を
は
ね
返

し
た
。
家
族
連
れ
で
重
箱
を
広

げ
る
光
景
が
、
農
村
の
「
手
作

り
」
芸
能
祭
を
浮
き
彫
り
に
。

　
今
年
は
司
会
、
構
成
、
衣
装

な
ど
に
工
夫
の
あ
と
が
見
ら
れ

た
。
老
人
層
の
活
躍
ぶ
り
も
目

立
っ
た
。
松
口
、
湯
山
、
新
山
、

水
梨
の
各
部
落
の
有
志
か
ら
”
友

情
出
演
”
も
あ
っ
て
、
ス
テ
ー

ジ
は
盛
り
上
が
っ
た
。

　
三
省
の
土
に
”
文
化
の
里
作

り
”
が
着
実
に
根
を
下
ろ
し
つ

つ
あ
る
。
水
梨
・
小
谷
部
落
の

活
動
は
、
そ
の
証
（
あ
か
し
）
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
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二
十
年
位
前
ま
で
は
小
正
月
の
行

事
と
し
て
ほ
と
ん
ど
の
家
で
か
ま
く

ら
を
つ
く
り
鳥
追
い
を
し
て
い
た
が
、

子
供
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ

と
と
テ
レ
ビ
文
化
に
お
さ
れ
て
す
が

た
を
消
し
た
。

　
浦
田
・
上
の
山
の
佐
藤
さ
ん
は
子

供
の
頃
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
我

が
子
に
も
と
、
大
き
な
か
ま
く
ら
を

つ
く
っ
た
。

　
か
ま
く
ら
の
中
で
は
お
母
さ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
供
達
と
一
緒
に

な
っ
て
ご
ち
そ
う
を
た
べ
た
り
、
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
だ
。

▲かまくらの中に餅花も咲く

　
大
相
撲
初
場
所
の
勝
敗
を
予
想
し

て
そ
の
得
点
を
競
い
合
う
「
松
之
山

相
撲
」
が
本
場
所
と
同
じ
く
十
五
日

間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、
一
月
二
十
二

日
に
そ
の
競
技
は
終
っ
た
が
翌
二
十

三
日
松
之
山
公
会
堂
で
大
納
会
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
松
之
山
相
撲
は
今
年
で
二
十

七
回
を
か
ぞ
え
、
役
場
部
屋
が
勧
進

元
と
な
り
百
四
十
一
人
の
力
士
が
参

（97点）優勝は三幸山

一141力士が参加一

加
。　

本
場
所
の
幕
内
の
取
り
組
か
ら
好

取
り
組
を
十
番
選
び
各
力
士
か
ら
勝

敗
を
予
想
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
一

日
十
点
で
十
五
日
間
の
合
計
点
数
は

百
五
十
点
。

　
今
年
の
優
勝
は
九
十
七
点
を
取
っ

た
三
幸
山
（
田
辺
啓
治
さ
ん
）
で
東

の
正
横
綱
、
準
優
勝
は
九
十
三
点
の

凸
歩
（
中
島
健
男
さ
ん
）
が
西
の
横

綱
と
な
っ
た
。

　
大
納
会
で
は
両
横
綱
の
土
俵
入
り

が
披
露
さ
れ
、
手
製
の
化
粧
ま
わ
し

や
大
い
ち
ょ
う
を
つ
け
た
ハ
ダ
カ
の

横
綱
は
行
事
を
先
頭
に
露
払
い
、
太

刀
持
ち
を
従
え
て
堂
々
の
土
俵
入
り

を
し
た
。
こ
の
相
撲
は
女
性
も
お
年

寄
も
参
加
出
来
る
こ
と
か
ら
町
ぐ
る

み
で
楽
し
め
る
冬
の
伝
統
行
事
と
な

っ
て
い
る
。

▲横綱となった「三幸山」の土俵入り
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水梨の

ポーボー焼き

十
大
二

ユ
ー
ス
で
決
意
新
た
に

村
づ
く
り
へ
連
帯
誓
う
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梨
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。
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落
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。
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落
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ニ
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落
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。
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落
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落
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。
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懐
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。
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。
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落
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落
史
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落
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落
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潟
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。
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柳一成選手

回転3位・大回転5位

　
上
越
高
校
ス
キ
ー
大
会
が
一
月
十

日
か
ら
妙
高
村
関
温
泉
ス
キ
i
場
で
、

同
二
十
日
か
ら
県
高
校
総
体
ス
キ
ー

大
会
が
妙
高
々
原
町
カ
ヤ
バ
ス
キ
ー

場
に
て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
県
大

会
上
位
七
名
が
全
国
大
会
に
出
場
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
毎
年
高
校
ス
キ
ー
部
は
、
上
信
越

の
ス
キ
i
場
を
利
用
し
て
の
練
習
と

あ
っ
て
練
習
量
も
不
足
し
が
ち
で
あ

っ
た
が
、
本
年
は
地
元
ス
キ
ー
場
の

完
成
に
よ
り
練
習
量
も
豊
富
と
あ
っ

て
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、
柳
一
成
選
手
が
大
回

転
・
回
転
の
両
種
目
に
柳
隆
晃
選
手

が
回
転
に
入
賞
し
兄
第
で
二
月
十
五

日
よ
り
宮
城
県
鳴
子
ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
全
国
高

校
ス
キ
ー
大
会
）
の
出
場
が
決
ま
っ

た
。

　
上
越
大
会
成
績

▽
回
転

　
一
位
柳
一
成
（
湯
本
）
二
位
柳
隆

晃
（
湯
本
）
　
五
位
渡
辺
進
（
湯
山
）

六
位
高
橋
誠
（
天
水
島
）
　
八
位
長

沢
伸
彦
（
天
水
島
）
　
十
七
位
村
山

英
明
（
湯
本
）

▽
大
回
転

　
二
位
長
沢
伸
彦
（
天
水
島
）
　
三

位
柳
一
成
（
湯
本
）
　
十
位
高
橋
誠

（
天
水
島
）
　
十
六
位
柳
隆
晃
（
湯

本
）
　
十
八
位
渡
辺
進
（
湯
山
）

　
県
大
会
成
績

▽
回
転

　
三
位
柳
一
成
（
湯
本
）
　
六
位
柳

隆
晃
（
湯
本
）
　
十
位
高
橋
誠
（
天

水
島
）

▽
大
回
転

　
五
位
柳
一
成
（
湯
本
）
　
十
一
位

渡
辺
進
（
湯
山
）
　
十
三
位
長
沢
伸

彦
（
天
水
島
）

ス
キ
ー
教
室

　
　
　
　
　
　
親
子
の
参
加
で
賑
わ
う

　
ス
キ
ー
は
ど
う
も
ニ
ガ
テ
、
も
う

少
し
上
手
に
す
べ
り
た
い
と
い
う
人

を
対
象
に
し
た
ス
キ
ー
教
室
が
、
町

教
育
委
員
会
・
公
民
館
主
催
で
一
月

八
日
～
土
十
九
日
ま
で
の
日
曜
の
午

後
に
計
三
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

　
三
十
五
名
の
受
講
生
の
う
ち
二
十

三
名
が
親
子
で
参
加
と
い
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
キ
ー
教
室
と
な
っ
た
。
技
術

の
程
度
に
応
じ
て
四
ク
ラ
ス
に
分
れ

て
の
レ
ッ
ス
ン
に
、
子
ど
も
に
負
け

て
は
い
ら
れ
な
い
と
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
も
真
剣
そ
の
も
の
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
か
初
め
は
う
ま
く
曲
ら
な
い

人
も
、
三
回
目
の
講
習
が
終
る
頃
に

は
先
生
も
ビ
ッ
ク
リ
す
る
程
に
上
達

し
、
第
一
リ
フ
ト
の
急
斜
面
も
上
手

に
す
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〆
b
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　　　家庭の役割を

いまいちど考えてみましょう。

　
家
庭
は
子
ど
も
が
日
常
生
活
の
中

で
親
や
兄
弟
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
成
長
し
、
学
校
や
地
域
社
会
へ
と

参
加
す
る
た
め
の
基
礎
が
養
わ
れ
る

大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。
青
少
年
を
す

こ
や
か
に
育
て
る
た
め
に
も
う
一
度

家
庭
の
役
割
で
あ
る
「
し
つ
け
」
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
親
が
ま
ず
や
っ
て
み
せ
る

　
子
ど
も
は
日
常
生
活
の
中
か
ら
学

び
ま
す
。
そ
の
手
本
は
親
が
示
し
ま

し
ょ
う
。

　
が
ま
ん
す
る
こ
と
を
教
え
る

　
が
ま
ん
す
る
と
こ
ろ
は
が
ま
ん
さ

せ
、
子
ど
も
が
自
分
な
り
に
反
省
す

る
よ
う
に
し
む
け
ま
し
よ
う
。

　
感
情
的
な
し
か
り
方
を
し
な
い

　
わ
る
い
こ
と
を
み
つ
け
た
ら
動
機

を
よ
く
確
か
め
、
冷
静
に
し
か
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
子
ど
も
に
努
力
や
完
成
の
よ
ろ
こ

　
び
を
体
験
さ
せ
る
。

　
親
の
高
の
ぞ
み
を
お
し
つ
け
る
の

で
な
く
、
そ
の
子
な
り
の
力
で
、
で

き
あ
が
っ
た
こ
と
を
認
め
て
や
り
ま

し
ょ
う
。

　
独
立
心
を
青
て
責
任
を
も
た
せ
る

　
年
齢
に
応
じ
て
自
発
的
な
い
い
分

を
認
め
て
、
責
任
を
も
た
せ
ま
し
ょ

う
。　

社
会
の
き
ま
り
を
守
る
こ
と
を
教

　
え
る

　
善
悪
の
け
じ
め
や
社
会
の
き
ま
り

を
は
っ
き
り
と
お
し
え
ま
し
ょ
う
。

松
之
山
中
（
甥
レ
仔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
位
に
入
賞

　
｝
月
十
日
よ
り
上
越
中
学
ス
キ
ー

大
会
が
、
十
九
日
よ
り
県
大
会
が
開

，
催
さ
れ
た
。

　
二
十
一
日
小
千
谷
市
白
山
運
動
公

園
で
開
か
れ
た
、
県
大
会
距
離
競
技

に
お
い
て
男
子
リ
レ
ー
で
松
之
山
中

学
校
が
見
事
六
位
に
入
賞
し
た
。

　
個
人
種
目
で
は
、
距
離
軒
キ
ロ
で

小
野
塚
修
選
手
（
上
蝦
池
）
が
二
年

生
な
が
ら
十
三
位
と
健
闘
し
た
。

　
上
越
大
会
成
績

▽
回
転
（
会
場
関
温
泉
ス
キ
ー
場
）

男
子
　
八
位
佐
藤
一
徳
（
天
水
越
）

十
四
位
福
原
茂
（
小
谷
）
　
十
八
位

久
保
田
正
志
（
天
水
島
）
　
二
十
二

位
中
島
毅
（
水
梨
）

女
子
　
九
位
志
賀
千
恵
罫
（
松
之
山
）

十
位
村
山
真
理
（
湯
本
）

▽
大
回
転

男
子
　
卜
位
佐
藤
一
徳
（
天
水
越
）

十
一
位
久
保
田
正
志
（
天
水
島
）

十
二
位
福
原
茂
（
小
谷
）
　
テ
五
位

中
島
毅
（
水
梨
）
　
二
十
六
位
高
僑

猛
（
天
水
島
）

女
子
　
六
位
志
賀
千
恵
子
（
松
之
山
）

九
位
村
山
真
理
（
湯
本
）
　
十
六
位

小
野
塚
玲
子
（
天
水
越
）

▽
距
離
（
会
場
池
の
、
平
）

男
子
十
キ
ロ
　
八
位
相
沢
義
和
（
ド

蝦
池
）
　
十
位
小
野
塚
修
（
上
蝦
池
）

二
十
九
位
小
口
忠
夫
（
湯
山
）
三
十

七
位
小
林
要
太
（
湯
山
）

位
滝
沢
克
久
（
天
水
越
）

位
山
岸
直
道
（
新
山
）

重
野
幸
夫
（
上
蝦
池
）

高
橋
人
巳
（
天
水
島
）

村
山
真
男
（
松
之
山
）

井
川
勝
博
（
上
蝦
池
）

リ
レ
ー
男
子

五
位
松
之
山
中
学
校

　
五
十
四

　
六
十
七

七
十
三
位

七
十
五
位

七
十
七
位

八
十
四
位

　
　
　
　
　
（
五
キ
ロ
×
四
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
塚
修
・

相
沢
義
和
・
小
口
忠
夫
・
小
林
要
太
）

県
大
会

▽
回
転
（
会
場
六
日
町
ミ
ナ
ミ
ス
キ

　
ー
場
）

男
子
二
十
八
位
佐
藤
一
徳
（
天
水

越
）女

子
　
二
十
六
位
志
賀
千
恵
子
（
松

之
山
）

▽
大
回
転

男
子
　
二
十
八
位
福
原
茂
（
小
谷
）

五
十
六
位
中
島
毅
（
小
梨
）
　
六
十

位
久
保
田
正
志
（
天
水
島
）

女
子
、
三
十
九
位
志
賀
千
恵
子
（
松

之
山
）
　
四
十
位
村
山
真
理
（
湯
本
）

▽
距
離
（
会
場
白
山
運
動
公
園
）

男
子
十
キ
ロ
　
十
三
位
小
野
塚
修

（
上
蝦
池
）
　
二
十
六
位
相
沢
義
和

（
ド
蝦
池
）
　
五
十
八
位
小
林
要
太

（
湯
山
）
　
八
卜
八
位
小
口
忠
夫
（
湯

山
）リ

レ
ー
男
子
（
五
キ
ロ
×
四
人
）

六
位
松
之
山
中
学
校
（
小
野
塚
修
・

帽
沢
義
和
・
高
橋
人
巳
・
小
林
要
太
）

〔11〕広報まつのやま

熾筋甦食生活

血液の循環をよくする

ビタミンEの働き

　ビタミンEは“さび止めのビタミン。とも呼
　　　　　　　　　　　　　　　　しょうばれています。これは、ビタミンEが末梢血管

を拡張し、血液の循環をよくする働きがあるか

らです。このため、ビタミンEが不足すると、

寒いときには皮膚の抵抗力が落ちて、しもやけ

になったり、手足の指がしびれたりすることが

あります。

　また、ビタミンEは細胞の老化防止の効果が

あるといわれています。

　一方、ビタミンの中でも特に妊娠や出産と密

接な関係にあるのが「E」で、生殖機能を正常

に保ち、出産能力を向上させる働きがあります。

とりわけ妊娠中はビタミンEの摂取が必要です。

不足するとどうなるか

　ビタミンEの所要量は、日本ではまだ決めら

れていませんが、参考までに、アメリカの例を

挙げると、1日当り乳児51U、成人121Uとさ

れています（11Uは約0．67mgに相当）。

妊
娠
出
産
時
呆
可
欠

黎錦
煮

　
茗璽

へ
∂
一

　
●
マ
。毎

徽
諺
雛

虚
　日本では、これまでビタミンE欠乏症はほと

んど見られません。しかし、外国では、乳児に

一部、欠乏症の報告がなされています。ビタミ

ンEが欠乏すると、しみや顔面黒皮症の原因と

もいわれる過酸化物質ができやすくなります。

どんな食品に含まれるか

　ビタミンEは、主に植物に含まれています。

そのほか「E」を特に多く含む食品は次のとお

りです（数字は100グラム当たりのE含有量）。

穀類では玄米1．3mg、はい芽米0．7mg、食用油

ではゴマ油21．4mg、コーン油12．5mg、その他ウ

ナギ8．2mgなど。
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柳一成選手

回転3位・大回転5位

　
上
越
高
校
ス
キ
ー
大
会
が
一
月
十

日
か
ら
妙
高
村
関
温
泉
ス
キ
i
場
で
、

同
二
十
日
か
ら
県
高
校
総
体
ス
キ
ー

大
会
が
妙
高
々
原
町
カ
ヤ
バ
ス
キ
ー

場
に
て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
県
大

会
上
位
七
名
が
全
国
大
会
に
出
場
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
毎
年
高
校
ス
キ
ー
部
は
、
上
信
越

の
ス
キ
i
場
を
利
用
し
て
の
練
習
と

あ
っ
て
練
習
量
も
不
足
し
が
ち
で
あ

っ
た
が
、
本
年
は
地
元
ス
キ
ー
場
の

完
成
に
よ
り
練
習
量
も
豊
富
と
あ
っ

て
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
果
、
柳
一
成
選
手
が
大
回

転
・
回
転
の
両
種
目
に
柳
隆
晃
選
手

が
回
転
に
入
賞
し
兄
第
で
二
月
十
五

日
よ
り
宮
城
県
鳴
子
ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
全
国
高

校
ス
キ
ー
大
会
）
の
出
場
が
決
ま
っ

た
。

　
上
越
大
会
成
績

▽
回
転

　
一
位
柳
一
成
（
湯
本
）
二
位
柳
隆

晃
（
湯
本
）
　
五
位
渡
辺
進
（
湯
山
）

六
位
高
橋
誠
（
天
水
島
）
　
八
位
長

沢
伸
彦
（
天
水
島
）
　
十
七
位
村
山

英
明
（
湯
本
）

▽
大
回
転

　
二
位
長
沢
伸
彦
（
天
水
島
）
　
三

位
柳
一
成
（
湯
本
）
　
十
位
高
橋
誠

（
天
水
島
）
　
十
六
位
柳
隆
晃
（
湯

本
）
　
十
八
位
渡
辺
進
（
湯
山
）

　
県
大
会
成
績

▽
回
転

　
三
位
柳
一
成
（
湯
本
）
　
六
位
柳

隆
晃
（
湯
本
）
　
十
位
高
橋
誠
（
天

水
島
）

▽
大
回
転

　
五
位
柳
一
成
（
湯
本
）
　
十
一
位

渡
辺
進
（
湯
山
）
　
十
三
位
長
沢
伸

彦
（
天
水
島
）

ス
キ
ー
教
室

　
　
　
　
　
　
親
子
の
参
加
で
賑
わ
う

　
ス
キ
ー
は
ど
う
も
ニ
ガ
テ
、
も
う

少
し
上
手
に
す
べ
り
た
い
と
い
う
人

を
対
象
に
し
た
ス
キ
ー
教
室
が
、
町

教
育
委
員
会
・
公
民
館
主
催
で
一
月

八
日
～
土
十
九
日
ま
で
の
日
曜
の
午

後
に
計
三
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

　
三
十
五
名
の
受
講
生
の
う
ち
二
十

三
名
が
親
子
で
参
加
と
い
う
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
キ
ー
教
室
と
な
っ
た
。
技
術

の
程
度
に
応
じ
て
四
ク
ラ
ス
に
分
れ

て
の
レ
ッ
ス
ン
に
、
子
ど
も
に
負
け

て
は
い
ら
れ
な
い
と
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
も
真
剣
そ
の
も
の
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
か
初
め
は
う
ま
く
曲
ら
な
い

人
も
、
三
回
目
の
講
習
が
終
る
頃
に

は
先
生
も
ビ
ッ
ク
リ
す
る
程
に
上
達

し
、
第
一
リ
フ
ト
の
急
斜
面
も
上
手

に
す
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〆
b
　
　
』
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　　　家庭の役割を

いまいちど考えてみましょう。

　
家
庭
は
子
ど
も
が
日
常
生
活
の
中

で
親
や
兄
弟
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
成
長
し
、
学
校
や
地
域
社
会
へ
と

参
加
す
る
た
め
の
基
礎
が
養
わ
れ
る

大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。
青
少
年
を
す

こ
や
か
に
育
て
る
た
め
に
も
う
一
度

家
庭
の
役
割
で
あ
る
「
し
つ
け
」
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
親
が
ま
ず
や
っ
て
み
せ
る

　
子
ど
も
は
日
常
生
活
の
中
か
ら
学

び
ま
す
。
そ
の
手
本
は
親
が
示
し
ま

し
ょ
う
。

　
が
ま
ん
す
る
こ
と
を
教
え
る

　
が
ま
ん
す
る
と
こ
ろ
は
が
ま
ん
さ

せ
、
子
ど
も
が
自
分
な
り
に
反
省
す

る
よ
う
に
し
む
け
ま
し
よ
う
。

　
感
情
的
な
し
か
り
方
を
し
な
い

　
わ
る
い
こ
と
を
み
つ
け
た
ら
動
機

を
よ
く
確
か
め
、
冷
静
に
し
か
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
子
ど
も
に
努
力
や
完
成
の
よ
ろ
こ

　
び
を
体
験
さ
せ
る
。

　
親
の
高
の
ぞ
み
を
お
し
つ
け
る
の

で
な
く
、
そ
の
子
な
り
の
力
で
、
で

き
あ
が
っ
た
こ
と
を
認
め
て
や
り
ま

し
ょ
う
。

　
独
立
心
を
青
て
責
任
を
も
た
せ
る

　
年
齢
に
応
じ
て
自
発
的
な
い
い
分

を
認
め
て
、
責
任
を
も
た
せ
ま
し
ょ

う
。　

社
会
の
き
ま
り
を
守
る
こ
と
を
教

　
え
る

　
善
悪
の
け
じ
め
や
社
会
の
き
ま
り

を
は
っ
き
り
と
お
し
え
ま
し
ょ
う
。

松
之
山
中
（
甥
レ
仔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
位
に
入
賞

　
｝
月
十
日
よ
り
上
越
中
学
ス
キ
ー

大
会
が
、
十
九
日
よ
り
県
大
会
が
開

，
催
さ
れ
た
。

　
二
十
一
日
小
千
谷
市
白
山
運
動
公

園
で
開
か
れ
た
、
県
大
会
距
離
競
技

に
お
い
て
男
子
リ
レ
ー
で
松
之
山
中

学
校
が
見
事
六
位
に
入
賞
し
た
。

　
個
人
種
目
で
は
、
距
離
軒
キ
ロ
で

小
野
塚
修
選
手
（
上
蝦
池
）
が
二
年

生
な
が
ら
十
三
位
と
健
闘
し
た
。

　
上
越
大
会
成
績

▽
回
転
（
会
場
関
温
泉
ス
キ
ー
場
）

男
子
　
八
位
佐
藤
一
徳
（
天
水
越
）

十
四
位
福
原
茂
（
小
谷
）
　
十
八
位

久
保
田
正
志
（
天
水
島
）
　
二
十
二

位
中
島
毅
（
水
梨
）

女
子
　
九
位
志
賀
千
恵
罫
（
松
之
山
）

十
位
村
山
真
理
（
湯
本
）

▽
大
回
転

男
子
　
卜
位
佐
藤
一
徳
（
天
水
越
）

十
一
位
久
保
田
正
志
（
天
水
島
）

十
二
位
福
原
茂
（
小
谷
）
　
テ
五
位

中
島
毅
（
水
梨
）
　
二
十
六
位
高
僑

猛
（
天
水
島
）

女
子
　
六
位
志
賀
千
恵
子
（
松
之
山
）

九
位
村
山
真
理
（
湯
本
）
　
十
六
位

小
野
塚
玲
子
（
天
水
越
）

▽
距
離
（
会
場
池
の
、
平
）

男
子
十
キ
ロ
　
八
位
相
沢
義
和
（
ド

蝦
池
）
　
十
位
小
野
塚
修
（
上
蝦
池
）

二
十
九
位
小
口
忠
夫
（
湯
山
）
三
十

七
位
小
林
要
太
（
湯
山
）

位
滝
沢
克
久
（
天
水
越
）

位
山
岸
直
道
（
新
山
）

重
野
幸
夫
（
上
蝦
池
）

高
橋
人
巳
（
天
水
島
）

村
山
真
男
（
松
之
山
）

井
川
勝
博
（
上
蝦
池
）

リ
レ
ー
男
子

五
位
松
之
山
中
学
校

　
五
十
四

　
六
十
七

七
十
三
位

七
十
五
位

七
十
七
位

八
十
四
位

　
　
　
　
　
（
五
キ
ロ
×
四
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
塚
修
・

相
沢
義
和
・
小
口
忠
夫
・
小
林
要
太
）

県
大
会

▽
回
転
（
会
場
六
日
町
ミ
ナ
ミ
ス
キ

　
ー
場
）

男
子
二
十
八
位
佐
藤
一
徳
（
天
水

越
）女

子
　
二
十
六
位
志
賀
千
恵
子
（
松

之
山
）

▽
大
回
転

男
子
　
二
十
八
位
福
原
茂
（
小
谷
）

五
十
六
位
中
島
毅
（
小
梨
）
　
六
十

位
久
保
田
正
志
（
天
水
島
）

女
子
、
三
十
九
位
志
賀
千
恵
子
（
松

之
山
）
　
四
十
位
村
山
真
理
（
湯
本
）

▽
距
離
（
会
場
白
山
運
動
公
園
）

男
子
十
キ
ロ
　
十
三
位
小
野
塚
修

（
上
蝦
池
）
　
二
十
六
位
相
沢
義
和

（
ド
蝦
池
）
　
五
十
八
位
小
林
要
太

（
湯
山
）
　
八
卜
八
位
小
口
忠
夫
（
湯

山
）リ

レ
ー
男
子
（
五
キ
ロ
×
四
人
）

六
位
松
之
山
中
学
校
（
小
野
塚
修
・

帽
沢
義
和
・
高
橋
人
巳
・
小
林
要
太
）
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熾筋甦食生活

血液の循環をよくする

ビタミンEの働き

　ビタミンEは“さび止めのビタミン。とも呼
　　　　　　　　　　　　　　　　しょうばれています。これは、ビタミンEが末梢血管

を拡張し、血液の循環をよくする働きがあるか

らです。このため、ビタミンEが不足すると、

寒いときには皮膚の抵抗力が落ちて、しもやけ

になったり、手足の指がしびれたりすることが

あります。

　また、ビタミンEは細胞の老化防止の効果が

あるといわれています。

　一方、ビタミンの中でも特に妊娠や出産と密

接な関係にあるのが「E」で、生殖機能を正常

に保ち、出産能力を向上させる働きがあります。

とりわけ妊娠中はビタミンEの摂取が必要です。

不足するとどうなるか

　ビタミンEの所要量は、日本ではまだ決めら

れていませんが、参考までに、アメリカの例を

挙げると、1日当り乳児51U、成人121Uとさ

れています（11Uは約0．67mgに相当）。

妊
娠
出
産
時
呆
可
欠

黎錦
煮

　
茗璽

へ
∂
一

　
●
マ
。毎

徽
諺
雛

虚
　日本では、これまでビタミンE欠乏症はほと

んど見られません。しかし、外国では、乳児に

一部、欠乏症の報告がなされています。ビタミ

ンEが欠乏すると、しみや顔面黒皮症の原因と

もいわれる過酸化物質ができやすくなります。

どんな食品に含まれるか

　ビタミンEは、主に植物に含まれています。

そのほか「E」を特に多く含む食品は次のとお

りです（数字は100グラム当たりのE含有量）。

穀類では玄米1．3mg、はい芽米0．7mg、食用油

ではゴマ油21．4mg、コーン油12．5mg、その他ウ

ナギ8．2mgなど。



I
o
り
○
寸
1

広報まつのやま〔12〕

所得税の確定申告は

3月15日まで2月16カ’ら

　
昭
和
五
十
八
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
す
み
で

し
ょ
う
か
。
二
月
十
六
日
か
ら
受
付

が
始
ま
り
ま
す
が
、
期
限
間
近
に
な

り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、

落
ち
つ
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
確
定

申
告
は
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
一
年
間
の

所
得
を
自
ら
正
し
く
計
算
し
て
申
告

し
、
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制

度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間

の
所
得
と
税
額
を
正
確
に
計
算
し
、

正
し
い
申
告
と
納
税
を
さ
れ
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
問
違

っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後

で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

く
、
無
申
告
加
算
税
ま
た
は
過
少
申

告
加
算
税
が
課
さ
れ
、
延
滞
税
も
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
不
正
な
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
重
加
算
税
が
課
さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
を
書
く
と
き
に
は
、
　
「
申

告
書
の
書
き
か
た
」
や
「
所
得
税
の

確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
し

て
、
申
告
書
の
二
面
か
ら
番
号
順
に

記
入
し
て
い
く
と
、
所
得
や
税
額
の

計
算
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
申
告
書
は
、
正
し
く
自

分
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

贈
与
税
の
申
告
も

　
　
お
忘
れ
な
く

　
贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
席
を
も

ら
っ
た
と
き
に
、
財
産
を
も
ら
つ
た

人
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
は
、
二
月
一
日
か
ら
受
付
が
始
ま

り
、
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。

　
納
税
も
三
月
十
五
日
ま
で
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
税
額
が
充

万
円
を
超
え
て
い
て
、
一
時
に
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
担

保
を
提
供
し
て
五
年
以
内
の
年
賦
に

よ
る
延
滞
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
税
相
談

▽
日
　
時

　
二
月
二
十
一
日
（
火
）
午
後
か
ら

　
二
月
二
十
四
日
（
金
）
ま
で
。

（
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
半
）

▽
場
　
所

松
之
山
町
役
場

※
税
務
署
・
役
場
か
ら
案
内
通
知
で

　
指
定
さ
れ
た
日
時
に
お
い
で
く
だ

　
さ
い
。

※
今
回
の
相
談
は
、
確
定
申
告
者
だ

　
け
で
す
。

　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相
談

　
と
受
理
は
二
月
二
十
九
日
か
ら
三

　
月
九
日
ま
で
の
間
に
、
各
部
落
で

　
行
い
ま
す
。

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

アイロン

家
具
跡
が

　
　
も
と
ど
お
り

10ρ

　
タ
ン
ス
な
ど
の
重
い
家
具
を
移
動

さ
せ
た
あ
と
、
畳
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
に

へ
こ
ん
だ
跡
が
残
り
ま
す
ね
。

　
こ
ん
な
と
き
、
へ
こ
ん
だ
と
こ
ろ

鯵
験

　
　
　
　
〃

塾、

翻
昌

Z
ノ

　
》

　
　
　
　
　
　
　
q
勺

ス
エ
ー
ド
皮
は

　
　
　
ス
チ
ー
ム
で

刀

　
ス
エ
ー
ド
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
や
靴

は
、
よ
く
ブ
ラ
シ
を
か
け
、
四
～
五

セ
ン
チ
は
な
し
て
ス
チ
ー
ム
を
あ
て

る
と
、
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

悔
」

晒
　
　
矯

幅
　
噺

◎

e
魅
、
し

　
魯

に
霧
吹
き
し
タ
オ
ル
を
あ
て
る
か
、

ぬ
ら
し
た
布
を
あ
て
て
、
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
る
と
も
と
ど
お
り
に
な
り
ま

す
。

海
苔
も

　
バ
リ
ツ
と

　
湿
気
を
お
び
た
海
苔
は
、
紙
に
は

さ
ん
で
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
と
乾
い

て
も
と
ど
お
り
に
な
り
ま
す
。

（
ス
チ
ー
ム
付
の
場
合
は
、
ド
ラ
イ

の
状
態
で
か
け
ま
し
ょ
う
）

聾
聡
罷
影

ξε

　‘

‘’

2年制で1

　
南
魚
沼
郡
大
和
町
で
は
、
学
園
都

市
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
誘
致
し
た

北
里
大
学
附
属
北
里
保
健
衛
生
専
門

学
院
が
昭
和
五
十
七
年
春
開
校
し
た

カ
　
こ
れ
に
加
え
今
年
四
月
か
ら
栄

養
士
養
成
科
を
開
設
す
る
こ
と
に
な

り
入
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

　
こ
の
栄
養
士
養
成
科
で
は
、
従
来

の
栄
養
士
養
成
科
と
異
な
り
、

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
英
文
、

和
文
の
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
i
等
の

近
代
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
応
で
き
る
教
育

を
行
な
い
実
働
力
の
あ
る
新
し
い
タ

イ
プ
の
栄
養
士
の
養
成
を
め
ざ
す
。

　
二
年
制
（
昼
間
・
男
女
）
で
募
集

定
員
百
名
、
入
試
日
は
第
一
期
推
薦

二
月
十
九
日
（
日
）
、
第
二
期
三
月
二

十
五
日
（
日
）
。
詳
し
く
は
大
和
町
黒

土
新
田
五
〇
〇
番
地
、
北
里
保
健
衛

生
専
門
学
院
に
お
問
い
合
せ
下
さ
し

目までま4月
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県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
で
は
、

通
信
制
の
高
卒
コ
ー
ス
と
科
目
別
コ

ー
ス
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
る
。

　
詳
細
な
資
料
や
入
学
願
書
を
ご
希

望
の
方
は
電
話
で
も
送
っ
て
も
ら
え
ま

す
（
〇
二
五
四
－
二
四
1
0
五
二
三
）

▼
卒
巣
コ
ー
ス

　
高
校
卒
の
資
格
を
得
た
い
が
、
勤

務
、
交
通
、
年
齢
、
身
体
な
ど
の
事

情
で
全
日
制
・
定
時
制
に
通
学
出
来

な
い
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
コ
ー

ス
で
、
四
年
で
卒
業
出
来
る
。

　
自
宅
で
学
習
し
て
一
ヵ
月
に
二
回

ほ
ど
学
校
で
授
業
を
う
け
る
。

▼
科
目
別
コ
ー
ス

　
卒
業
と
は
無
関
係
に
生
涯
勉
強
し

た
い
と
い
う
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
コ
ー
ス
で
す
。
普
通
課
程
の
各
学

科
や
簿
記
・
書
道
・
美
術
。
音
楽
・

体
育
な
ど
自
由
に
選
べ
ま
す
。

　
　
　
　
O

　
つ

．
、
6

（
。

蕩
。

柳
．
．

撫
腹
か
す
い
ト
、
　
ノ

”
爺
．
遷

　
　
　
〆
　
　
　
　
矧

♪μ．ゆ

“｛

　
　
〆

－
．
、

自

葵

陞
肩
．

癖
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
み
た
い
に
　
ノ

　
　
　
⊃
9
ツ
に
鴨
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
／
莞
ぐ
リ
込
ん
て

轟壌
裂

オ
’
イ

牟
6
孔
を

ム
礎

巴
細

，
副

擁

婆
ぐ〆

窓嶋－
）・ン髭《）
…一4

ζ－◎つ屑

2
月
2
5
日
（
土
）

。
蕪
　
　
　
　
釜
躊
『

指
定
休
日

27　25　18　15　10

日　日日　日日
27
日

313028
日　日日

選
挙
管
理
委
員
会

す
み
ぬ
り
・
婿
投
げ
祭

豪
雪
対
策
本
部
設
置

議
会
総
民
委
員
会

小
中
高
豪
雪
臨
時
休
校
（
2
8

日
ま
で
）
松
中
は
2
8
日
の
み

町
災
害
救
助
条
例
適
用

雪
害
対
策
本
部
に
切
替

県
災
害
救
助
条
例
適
用

農
業
委
員
会
総
会

国
保
運
営
協
議
会

□
う
ぶ
声

　
滝
澤
　
智
子
（
天
水
越
・
幹
夫
の
三
女
）

　
滝
沢
　
徹
也
（
兎
口
・
繁
の
二
男
）

　
佐
藤
　
晴
美
（
天
水
越
・
敏
也
の
長
女
）

■
お
く
や
み

　
樋
ロ
　
タ
ミ
㈹
（
湯
山
・
又
え
ん
）

　
高
橋
　
和
平
⑨
（
中
尾
・
中
屋
敷
）

　
佐
藤
　
林
作
㈲
（
天
水
越
・
小
島
屋
）

　
南
雲
　
重
蔵
㈲
（
坂
中
・
と
な
り
）

□
人
口
の
動
き

　
人
口
　
四
、
六
九
〇
人

　
　
（
嬬
　
一
一
匠
韮
舷
）

　
世
帯
数
　
　
　
一
、
三
二
五
戸
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所得税の確定申告は

3月15日まで2月16カ’ら

　
昭
和
五
十
八
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
す
み
で

し
ょ
う
か
。
二
月
十
六
日
か
ら
受
付

が
始
ま
り
ま
す
が
、
期
限
間
近
に
な

り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、

落
ち
つ
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
確
定

申
告
は
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
一
年
間
の

所
得
を
自
ら
正
し
く
計
算
し
て
申
告

し
、
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制

度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間

の
所
得
と
税
額
を
正
確
に
計
算
し
、

正
し
い
申
告
と
納
税
を
さ
れ
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
問
違

っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後

で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

く
、
無
申
告
加
算
税
ま
た
は
過
少
申

告
加
算
税
が
課
さ
れ
、
延
滞
税
も
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
不
正
な
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
重
加
算
税
が
課
さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
を
書
く
と
き
に
は
、
　
「
申

告
書
の
書
き
か
た
」
や
「
所
得
税
の

確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
し

て
、
申
告
書
の
二
面
か
ら
番
号
順
に

記
入
し
て
い
く
と
、
所
得
や
税
額
の

計
算
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
申
告
書
は
、
正
し
く
自

分
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

贈
与
税
の
申
告
も

　
　
お
忘
れ
な
く

　
贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
席
を
も

ら
っ
た
と
き
に
、
財
産
を
も
ら
つ
た

人
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
は
、
二
月
一
日
か
ら
受
付
が
始
ま

り
、
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。

　
納
税
も
三
月
十
五
日
ま
で
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
税
額
が
充

万
円
を
超
え
て
い
て
、
一
時
に
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
担

保
を
提
供
し
て
五
年
以
内
の
年
賦
に

よ
る
延
滞
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
税
相
談

▽
日
　
時

　
二
月
二
十
一
日
（
火
）
午
後
か
ら

　
二
月
二
十
四
日
（
金
）
ま
で
。

（
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
半
）

▽
場
　
所

松
之
山
町
役
場

※
税
務
署
・
役
場
か
ら
案
内
通
知
で

　
指
定
さ
れ
た
日
時
に
お
い
で
く
だ

　
さ
い
。

※
今
回
の
相
談
は
、
確
定
申
告
者
だ

　
け
で
す
。

　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相
談

　
と
受
理
は
二
月
二
十
九
日
か
ら
三

　
月
九
日
ま
で
の
間
に
、
各
部
落
で

　
行
い
ま
す
。

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

アイロン

家
具
跡
が

　
　
も
と
ど
お
り

10ρ

　
タ
ン
ス
な
ど
の
重
い
家
具
を
移
動

さ
せ
た
あ
と
、
畳
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
に

へ
こ
ん
だ
跡
が
残
り
ま
す
ね
。

　
こ
ん
な
と
き
、
へ
こ
ん
だ
と
こ
ろ

鯵
験

　
　
　
　
〃

塾、

翻
昌

Z
ノ

　
》

　
　
　
　
　
　
　
q
勺

ス
エ
ー
ド
皮
は

　
　
　
ス
チ
ー
ム
で

刀

　
ス
エ
ー
ド
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
や
靴

は
、
よ
く
ブ
ラ
シ
を
か
け
、
四
～
五

セ
ン
チ
は
な
し
て
ス
チ
ー
ム
を
あ
て

る
と
、
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

悔
」

晒
　
　
矯

幅
　
噺

◎

e
魅
、
し

　
魯

に
霧
吹
き
し
タ
オ
ル
を
あ
て
る
か
、

ぬ
ら
し
た
布
を
あ
て
て
、
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
る
と
も
と
ど
お
り
に
な
り
ま

す
。

海
苔
も

　
バ
リ
ツ
と

　
湿
気
を
お
び
た
海
苔
は
、
紙
に
は

さ
ん
で
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
と
乾
い

て
も
と
ど
お
り
に
な
り
ま
す
。

（
ス
チ
ー
ム
付
の
場
合
は
、
ド
ラ
イ

の
状
態
で
か
け
ま
し
ょ
う
）

聾
聡
罷
影

ξε

　‘

‘’

2年制で1

　
南
魚
沼
郡
大
和
町
で
は
、
学
園
都

市
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
誘
致
し
た

北
里
大
学
附
属
北
里
保
健
衛
生
専
門

学
院
が
昭
和
五
十
七
年
春
開
校
し
た

カ
　
こ
れ
に
加
え
今
年
四
月
か
ら
栄

養
士
養
成
科
を
開
設
す
る
こ
と
に
な

り
入
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

　
こ
の
栄
養
士
養
成
科
で
は
、
従
来

の
栄
養
士
養
成
科
と
異
な
り
、

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
英
文
、

和
文
の
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
i
等
の

近
代
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
応
で
き
る
教
育

を
行
な
い
実
働
力
の
あ
る
新
し
い
タ

イ
プ
の
栄
養
士
の
養
成
を
め
ざ
す
。

　
二
年
制
（
昼
間
・
男
女
）
で
募
集

定
員
百
名
、
入
試
日
は
第
一
期
推
薦

二
月
十
九
日
（
日
）
、
第
二
期
三
月
二

十
五
日
（
日
）
。
詳
し
く
は
大
和
町
黒

土
新
田
五
〇
〇
番
地
、
北
里
保
健
衛

生
専
門
学
院
に
お
問
い
合
せ
下
さ
し

目までま4月
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県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
で
は
、

通
信
制
の
高
卒
コ
ー
ス
と
科
目
別
コ

ー
ス
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
る
。

　
詳
細
な
資
料
や
入
学
願
書
を
ご
希

望
の
方
は
電
話
で
も
送
っ
て
も
ら
え
ま

す
（
〇
二
五
四
－
二
四
1
0
五
二
三
）

▼
卒
巣
コ
ー
ス

　
高
校
卒
の
資
格
を
得
た
い
が
、
勤

務
、
交
通
、
年
齢
、
身
体
な
ど
の
事

情
で
全
日
制
・
定
時
制
に
通
学
出
来

な
い
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
コ
ー

ス
で
、
四
年
で
卒
業
出
来
る
。

　
自
宅
で
学
習
し
て
一
ヵ
月
に
二
回

ほ
ど
学
校
で
授
業
を
う
け
る
。

▼
科
目
別
コ
ー
ス

　
卒
業
と
は
無
関
係
に
生
涯
勉
強
し

た
い
と
い
う
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
コ
ー
ス
で
す
。
普
通
課
程
の
各
学

科
や
簿
記
・
書
道
・
美
術
。
音
楽
・

体
育
な
ど
自
由
に
選
べ
ま
す
。

　
　
　
　
O

　
つ

．
、
6

（
。

蕩
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柳
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撫
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か
す
い
ト
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．
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．
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．
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／
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に
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鴨
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／
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裂

オ
’
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孔
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ム
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2
月
2
5
日
（
土
）

。
蕪
　
　
　
　
釜
躊
『

指
定
休
日

27　25　18　15　10

日　日日　日日
27
日

313028
日　日日

選
挙
管
理
委
員
会

す
み
ぬ
り
・
婿
投
げ
祭

豪
雪
対
策
本
部
設
置

議
会
総
民
委
員
会

小
中
高
豪
雪
臨
時
休
校
（
2
8

日
ま
で
）
松
中
は
2
8
日
の
み

町
災
害
救
助
条
例
適
用

雪
害
対
策
本
部
に
切
替

県
災
害
救
助
条
例
適
用

農
業
委
員
会
総
会

国
保
運
営
協
議
会

□
う
ぶ
声

　
滝
澤
　
智
子
（
天
水
越
・
幹
夫
の
三
女
）

　
滝
沢
　
徹
也
（
兎
口
・
繁
の
二
男
）

　
佐
藤
　
晴
美
（
天
水
越
・
敏
也
の
長
女
）

■
お
く
や
み

　
樋
ロ
　
タ
ミ
㈹
（
湯
山
・
又
え
ん
）

　
高
橋
　
和
平
⑨
（
中
尾
・
中
屋
敷
）

　
佐
藤
　
林
作
㈲
（
天
水
越
・
小
島
屋
）

　
南
雲
　
重
蔵
㈲
（
坂
中
・
と
な
り
）

□
人
口
の
動
き

　
人
口
　
四
、
六
九
〇
人

　
　
（
嬬
　
一
一
匠
韮
舷
）

　
世
帯
数
　
　
　
一
、
三
二
五
戸
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政
府
金
融
機
関
で
あ
る
国
民
金
融

公
庫
で
は
、
高
校
、
大
学
等
へ
進
学

さ
れ
る
方
の
父
兄
等
を
対
象
に
し
た

「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
の
申
し
込
み

を
受
付
中
で
す
。

　
取
扱
い
は
四
月
末
ま
で
で
す
が
、

合
格
発
表
か
ら
入
学
金
の
納
付
ま
で

日
数
に
余
裕
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
志
望
校
が
決
ま
っ
た
ら
、

お
早
目
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
入
学
金
、
授
業
料
、
下
宿
の
敷
金

な
ど
進
学
に
必
要
な
資
金
と
し
て
幅

広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
融
資
額

　
一
進
学
者
あ
た
り
五
十
万
円
以
内
。

▽
貸
付
期
間

　
高
校
三
年
以
内
、
大
学
四
年
以
内
。

▽
貸
付
利
率

　
年
八
・
二
％
。

▽
保
証
人

　
一
名
以
上
。

▽
返
済
方
法

　
毎
月
元
利
均
等
返
済
、
ボ
ー
ナ
ス

　
月
増
額
返
済
併
用
。

▽
取
り
扱
い
期
間

　
四
月
末
日
ま
で
。

▽
窓
ロ
・
お
問
い
合
せ

鰯
上
越
市
大
町
三
－
二
－
一

〒
　
国
民
金
融
公
庫
　
高
田
支
店

　
倉
〇
二
五
五
－
二
四
－
二
三
四
〇

山

6
年
生
全
員
で

5
月
東
京
へ

　
昨
年
八
月
葛
飾
区
の
子
供
達
が
松

之
山
町
を
訪
れ
て
葛
飾
区
と
松
之
山

町
の
子
ど
も
交
歓
会
が
行
わ
れ
た
が
、

今
年
は
松
之
山
の
子
供
達
が
五
月
に

葛
飾
区
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
年
は
ぜ
ひ
東
京
へ
と
い
う
葛
飾

区
の
招
き
で
小
学
校
六
年
生
の
全
員

力
参
加
し
て
新
幹
線
で
上
京
。
東
京

見
物
の
あ
と
葛
飾
区
を
訪
れ
、
日
光

に
あ
る
区
の
林
間
学
校
施
設
に
一
泊

す
る
予
定
。

　
こ
れ
ま
で
六
年
生
の
修
学
旅
行
は

子ども交歓会

新
潟
方
面
の
一
泊
二
日
の
コ
ー
ス
で

実
施
し
て
い
た
が
、
高
速
道
路
の
開

通
に
よ
り
新
潟
市
も
日
帰
り
が
出
来

る
た
め
、
四
年
生
の
社
会
科
教
育
で

こ
れ
を
行
い
、
葛
飾
区
か
ら
の
招
き

を
機
会
に
今
年
か
ら
交
歓
会
を
兼
ね

た
東
京
・
日
光
の
修
学
旅
行
と
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
宿
泊
は
葛
飾
区
の
施
設
を
利
用
す

る
こ
と
カ
ら
　
昨
年
ま
で
の
修
学
旅

行
の
経
費
よ
り
五
千
円
増
の
二
万
円

位
で
あ
が
る
見
込
み
で
あ
る
。

国
の
天
然
記
念
物
『
大
ケ
ヤ
キ
』

　
　
　
　
　
　
　
枝
と
幹
の
　
部
折
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
ヵ
、
，
　
辮
パ

・
認
霧

磁
総
籔

　
湯
山
の
大
棒
が
一
月
二
十
六
日
午

後
三
時
過
ぎ
、
雪
の
重
み
で
枝
と
幹

の
一
部
が
折
れ
た
。

　
こ
の
大
樫
は
樹
齢
二
千
年
と
い
わ

れ
、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
に
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
全
国
屈

指
の
大
棒
（
周
囲
十
五
メ
ー
ト
ル
）

で
、
毎
年
多
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
た
。
折
れ
た
枝
は
根
元
部
分
か
ら

二
本
に
分
か
れ
て
い
た
う
ち
の
一
本

で
、
直
径
二
・
五
メ
ー
ト
ル
周
囲
約

七
～
八
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
折
れ
口

か
ら
は
大
き
な
空
洞
が
見
え
、
無
残

な
姿
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
町
で
は
早
速
文
化
庁
に
報
告
す
る

と
共
に
、
木
の
専
門
家
か
ら
見
て
も

ら
い
、
文
化
庁
と
所
有
者
の
湯
山
部

落
と
今
後
の
対
策
を
進
め
て
い
る
。
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